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カルヤン・バネルジー氏は、インド最大の農薬メーカーであるUnited Phosphorus Limited社の理事、同社バング
ラデシュ支社の会長、ならびにUniphos Agro Industries, Ltd.社の理事を務めています。1942年カルカッタで生ま
れたバネルジー氏は、インド工科大学で化学工学を学び、1964年に学位を取得しました。現在はインド最大規模の
工業都市であるグジャラート州のバピに居住し、これまでに保健と教育の分野におけるインフラ整備に深く関与して
発展に大きく貢献してきました。 

1975年にバピ・ロータリークラブ会員となって以来、1975-76年度にはクラブ会長を、1980-81年度には地区ガバナ
ーを務めました。1995年の国際ロータリー理事に選出され、国際レベルで活躍を始めました。その後、飢餓緩和推進
グループ（1997-98）、ロータリー財団管理委員（2001-05）、東南アジア・ポリオ・プラス委員長（2009-10）を歴任しました。
同氏がこのほかに委員として活躍した数多くの委員会には、インターナショナル・ポリオ・プラス委員会（2008-09）、ア
フリカ支援委員会（2009-10）、リーダーシップ教育・研修委員会（2009-10）、インド恒久基金委員会（2008-09）、子供
の死亡率低下強調委員会（2008-09）などがあります。 

バネルジー氏はまた、アメリカ化学会（American Chemical Society）、インド化学工学会（Indian Institute of 
Chemical Engineers）で活躍し、ヴィシュヴィア・バーラティ大学では評議員を務めています。また、バピ工業協会
（Vapi Industries Association）の会長を2回、インド産業同盟（Confederation of Indian Industry）のグジャラ
ート支部長を務めた経歴もあります。さらに、ジャイ研究財団（Jai Research Foundation）の管理委員も務めていま
す。 

カルヤン・バネルジー氏と、ソーシャルワーカーであるビノタ夫人には、2人のお子さんと、4人のお孫さんがいらっしゃ
います。 

カルヤン・バネルジー
Kalyan Banerjee

バピ ロータリークラブ（インド、グジャラート）

2011-12 年度国際ロータリー会長 

2001-05年度ロータリー財団管理委員 

2008-09年度ロータリアン行動グループ委員長  

1995-97年度国際ロータリー理事  

1980-81年度地区ガバナー  

カルヤン・バネルジーRI会長プロフィール
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「こころの中を見つめよう　博愛を広げるために」 ― 2011年国際協議会の開会本会議において、カルヤン・バネル

ジーRI会長エレクトは次年度のRIテーマを発表し、ロータリアンの決意と内なる力を鼓舞しました。「何かを成し遂げ

ようと思うなら、ありとあらゆる知恵を振り絞らなければなりません。それには、まず自分自身の内側から始めるしかな

いのです」と会長エレクト。内に秘めたる力を見出せれば、世界各地で偉大なことを成し遂げることができると話しま

す。「自らを発見し、潜在的な力を引き出し、迷わず、ひるむことなく、『出でて奉仕し』、世界で博愛を広げてください」

会長エレクトはまた、「家族」が奉仕の原点となると強調します。「私たちの住む地域社会とは、単なる個人の集まり

ではなく、家族によって築かれています。一つ屋根の下に暮らし、互いを支え、助け合い、共に運命を分かち合ってい

るのが、家族というものです。良き家族が、良き隣人となり、良き地域社会をつくるのです」

ポリオ撲滅などの活動を継続する重要性も強調します。「私たちには得意とすることが数多くある」と話す会長エレ

クトは、きれいで安全な水の提供、識字力の向上、明日のリーダーとなる青少年の育成を例に挙げます。

「世界の変化を望むなら、あなた自身がその変化にならなければならない」というガンジーの言葉を引用して会長エ

レクトは語ります。「平和を望むなら、家庭に、地域社会に、自分自身の生活に平和をもたらすことから始めるのです。

環境破壊に歯止めをかけ、子供の死亡率を減らし、飢えを減らしたいと望むなら、自分自身がこの変化の担い手とな

らなければなりません。それにはまず、自分自身の中にこそ変化を起こすことの必要性を認識しなければならないの

です」

「こころの中を見つめよう 博愛を広げるために」

2011-2012年度RIテーマ
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ロータリーの兄弟･姉妹の皆さん　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　私たちは皆、ロータリーを通じて世界を変えたいと望ん
でいます。ロータリアンとなる理由は、まさにこれに尽きるので
はないでしょうか。私たちの世界をもっと幸せで、もっと健康
的で、そして、もっと平和にすることができ、そして私たちの
奉仕活動を通じてより良い世の中をつくることができる、と私
たちは信じています。

自分を見つめ直す

　2011－12年度には、まず自分自身を見つめ直すこと、すな
わち「こころの中を見つめよう　博愛を広げるために（
Reach Within to Embrace Humanity）」のテーマを実
践していただきたいというのが、ロータリアンの皆さまへの私
からのお願いです。深く自己を省みることによって、どこに住
んでいようと、私たちが皆、同じ夢、同じ希望、同じ願望、同じ
問題を分かち合っていることを、理解していただきたいので
す。他の人々のニーズが自分たちの思いと同じだということ
を私たちが理解し、本当にそう思えるようになれば、私たち
の活動がどれほど重要なことかを理解し始めるのです。今
年度は、ロータリーの奉仕において3つの強調事項に力を
注いでいきたいと思います。

全てが「家族」から始まる

　今年度の第一の強調事項は、「家族」です。家族と家庭
は私たちの活動の核となるものです。私たちの奉仕活動も
全てここから始まります。そして、家族を通して私たちは地
域社会に、さらには会員全員がお互いにいたわり合う広い
意味での家族のように、人類全体と接点を持っているので
す。うれしいとき、手を差し伸べてもらいたいとき、一人ぼっち
の人は誰もいません。
　第二の強調事項は、「継続」です。私たちが得意とするこ
とは何かを知り、それを継続しながら次のレベルへと高めて
いくことです。私たちは、自らの成功を土台に、今後もさらに
多くの人々に手を差し伸べ、さらに努力を重ねなければなり

ません。もちろん、私たちの最大の責務は、今、成功にあと少
しのところまできたポリオ・プラスです。
友情と親善を分かち合い、倫理的に誠実に

　第三の強調事項は「変化」です。真の変化とは、一人ひと
りからしか始まることはなく、自らの内面から始めるものであ
るということを、私たちは理解しなければなりません。平和は
、もし自らが与えようとしなければ、他の人と分かち合うこと
はできません。私たちの家族、クラブ、地域社会といった私た
ちに身近なものを大切にしなければ、世界中を大切にする
ことはできません。
　マハトマ Ｋ. ガンジーは「世界の変化を望むなら、あなた
自身がその変化にならなければならない」と言いました。ロ
ータリーにおいては、私たちは、友情と親睦を分かち合い、
あらゆる人々の真の価値を見極めるために、倫理的に、誠
実に生きようと努力しています。ロータリアンは並みのことに
は満足しません。なぜならロータリーは非凡な組織だからで
す。その代わりとして、私たちが自分自身を高めることによっ
て、世界を高めようと取り組むのは、このためなのです。
　「こころの中を見つめよう　博愛を広げるために」。平和、
調和、友情、私たちは変化を、そして、さらに喜びのある世界
を築いていくことでしょう。

家族、継続、変化

2011-2012年度 RI会長
カルヤン・バネルジー

RI会長メッセージ
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修復・再生と職業奉仕

故佐藤千壽翁の著書「私本・人作りロータリー」の中に「悪魔は決して善人に味方になってくれとは頼まない。ただ善人が何
もしてくれないことを願うだけだ。そうすれば、この世は悪魔の思うままになる」そして「ロータリアンは皆善人だ。しかし善人であ
るだけでは駄目なのであって、我々は積極的に善を為さなければいけない。我々が遠慮して黙っていては、世の中はちっともよく
ならないのだ」とある。しかし現実のロータリアンはどうだろうか。最初のボタンのかけ違いで起こった醜い悲しい対立を修復・再
生を図ることがまず先決だと考えています。そこで私は個々のクラブを公式訪問させていただき（合同例会ではなく）会長様・幹
事様との懇談を持ち、例会で皆様とお会いしてお話をさせていただきます。
ポール・ハリスの語録の中に「物事は極度に悪くなればもうそれ以上は悪くならぬ」と言われております。これを機に良くなるば

かりの第２６４０地区です。
改めて　私は堺ロータリークラブに入れていただいて３８年数えの８０歳でございます。1992～1993年度にガバナーもさせて

いただきました。ロータリーが好きです。３６年間皆出席であると云うことで証明できると思います。何が好きかといえばそれは素
晴らしい方との出会いがあるからです。到底会えない方と会えることです。別世界の方 と々もお話しできるからです。毎年新しい
方が入会されてこられます。しかも素晴らしい方ばかりです。この方々からお話とお知恵を頂けるのです。ありがたい世界です。
次にどこが好きかと問われますと私はルールがしっかりしていることだと思います。しかもそのルールが時代に合わせて３年に

１回見直されていることです。世界のロータリアン（代議員）が一堂に集まって開催される規定審議会がそれです。これがある
からロータリーは１００有余年続いているのだと思います。細かなルールはさておき私の好きなのはＮＯと言えないロータリーの

第2640地区のクラブ会長様・幹事様、そして地区内の全ロータリアンの皆様、突然のメール
をＲＩ会長から直々に受けるなど想像できますか。大変なことになりました。しかも年度末の３週
間前です。びっくり仰天声を失いました。私は現在数えの８０歳・独り者です。１８年前にガバナ
ーを務めさせていただきましたが、その節も皆様に助けられてのなんとかその任を果たさせて
いただきました。今回再びと言われましても地区の環境がすこぶる悪く果たして私で勤まるだ
ろうかと自問自答いたしました。しかしＲＩ側も会長も心配され地区の正常化を取り戻すために
誰を任命するか時間をかけて慎重に協議され、時間ぎりぎりの３週間前に白羽の矢を放たれ
たのが私に当ったのです。こう考えると地区のためロータリーのために誰かがやらねばなりま
せん。当った私がやらざるを得ないと決心、皆様のご理解とご支援を頂きながら微力ですが体
力の続く限り精一杯務めますのでよろしくお願い申し上げます。

ガバナー就任のご挨拶

地区運営方針

国際ロータリー第2640地区
2011-2012年度ガ バ ナ ー

大 澤  德 平
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世界です。１ヶ年間だけというのもいいです。お役を頂いて初めてそのお役に挑戦すると自分では気が付いていない自分自
身の才能が出てくるのです。磨きをかけ磨きをかけられ成長してゆきます。だから「ロータリーは人を作る」と故佐藤千壽翁が言
っているのです
　しかし昨今は自分たちで折角作ったルールを守っていないクラブ・地区に見られます。退会を恐れて出席規定を緩めて数合
わせをしているクラブ（運営資金も関係しています）があります。毎週の例会出席が義務付けられています。出席が５０％を切っ
ては会員ではいられないはずです。
地区でもガバナーノミニー選出のルール（ガバナーとして就任する日の直前２４ケ月以上３６ケ月以内に選出しなければならな
い）が守られていないため今回の悲しい醜いＰＤＧの中で争いになり結果は会員の皆様にご迷惑をおかけいたしました。これか
らのガバナーはこうあるべきだという姿を私がモデルケースとなって作り上げたいと考えました。１つのクラブからだけでなく多く
のクラブから地区幹事に出ていただき連合体で地区運営をさせていただく。（現在７３クラブの中で２０名以下のクラブが２７クラ
ブもあります。３０名以下まで入れると４２クラブになります）そうすることで会員数の少ないクラブからでも素晴らしいガバナーが
選出されるでしょう。これを機にそれぞれがルールを手続要覧・ロータリー章典で再確認しあって楽しいロータリーライフを送ろう
ではありませんか。
一年を走り抜けるために二年の助走期間があるはずです。私はその助走期間が３週間しかありません。これではご満足してい
ただくようなことはできません。ご勘弁を頂きながらで走り抜けますのでどうか温かいご理解とご支援を切にお願い申し上げご挨
拶とさせていただきます。
次に活動目標ですが、一本に絞って　改めて　お一人ひとりがご自分の業務を通じての社会に奉仕するロータリアンになるこ
とを重点目標とし活動をお願い致します。マニュアルはございませんが百人おれば百種の奉仕があります。ロータリーはアイ・サ
ーブです。
ロータリアンの金看板を自分自身に見せましょう。期末には皆様にご発表してその奉仕を称える機会を作りたいと考えております。

笑
顔

友
愛

Smile and Fellowship

「笑顔で握手・とりもどそう友愛の輪を」と致します。

地区キーワード
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　ガバナーノミニーとして１０ヶ月余り、ガバナーエレクトとして１年、ガバナーとして１年、

お陰様でほぼ３年の間、皆様の温かいご支援を頂き、６月30日をもって無事ガバナーと

しての任務を終了することができました。

　新クラブとして、モーニング例会・ナイト例会２つのロータリークラブを創立し、日本の

第一号であるＥクラブの発足、さらに３つのインターアクトクラブを前年度創立いたしま

した。前期の日本の記録であろうと考えます。上海シンポジウム(１２０名参加)、地区大

会(１,６００名参加)、前年度中止になっていたインターアクトクラブ海外研修(６０名参

加)の再開、ＷＣＳ現地視察(５５名参加）、他地区の地区大会参加８回、ガバナー会出

席４回、国際大会信任状提出参加、２６４０ＲＬＩ地区初開催(計５回研修会)、財務委員会設置、ガバナー指名委員

会の内規設定等々、いままでに例のない多くの行事と改革をこなすことができました。すべて皆様のご支援の賜物と

篤く御礼申し上げます。

　３月１１日には国難とも言える東日本大震災が発生しました。世界史上、未曾有の被害を受けられた皆様方には、

心よりお悔やみ、お見舞い申し上げます。被災地支援活動に第2640地区から多数のクラブ様ならびに会員皆様が

ご協力いただきました事に敬意を表したいと思います。震災支援につきましては引き続き地区奉仕プロジェクト部門

カウンセラーとして復興支援に取り組みたいと思っております。

　7月1日には大変ご立派な大澤德平パストガバナー様がアクティングガバナーとして１９年ぶりに就任されました。日

本のロータリーの、いや、世界のロータリーの話題となりました。

　大澤様は英知と決断力の優れた素晴らしいロータリアンでおられ、さらに2010-2011 年度ＲＩ会長レイ・クリンギンス

ミス氏が、「理想のガバナーだ」と公言されて任命された方ですから、ＤＧＥの選任について混迷を深めた第２６４０

地区にとっては救世主となられることは間違いありません。そして、日本でただひとつの職業分類である｢能楽堂｣も

きっと注目の的でしょう。私たちはこのＤＧＥの空席を埋めてくださったＲＩ直前会長レイ・クリンギンスミス氏に感謝申し

上げねばなりません。私は直前ガバナーとして全力でご支援申し上げる所存です。米田年度地区方針「今を大事に

行動し、ロータリーの未来を築こう」、これを自ら実践した一年でありました。数々の試練を乗り越えて本方針を実践

できましたのは、多くの会員皆様の温かいご支援と、温かくご指導くださったPDGの方々のお陰と感謝しております。

　前年度成果については１－13号までの月信をぜひともお読みくださいませ。

6月28日に最終号をアップしております。

大澤ガバナー年度も、皆様のクラブが、より大きく、豊かに、大胆になることを願っております。

国際ロータリー第2640地区
直前ガバナー

米田 眞理子

ガバナー年度を終えて
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　大澤徳平ガバナー様、ご就任おめでとうございます。心よりお慶び申し上げます。大澤ガバナー様は堺の旧家、造

り酒屋に生まれられ、堺ロータリークラブでのロータリー歴は38年に及びます。もちろん３６年間100％出席です。ロー

タリーを愛する気持ちとご健康ならばこそでしょう。

　バークレー交換学生派遣団長も務められ国際大会に度々参加される国際人でもあります。前回は平成4年還暦

の御歳にガバナーに就任され、当時ガバナー令夫人としてロータリーの行事にともに行動なさった奥様は2年半前

に他界されておられます。奥様は奈良の名門「墨の古梅園」出の才媛でおられました。すべての段取り、手配をなさ

っておられたと聞いておりますので、さぞかしその後はお困りでしたでしょう。

　大澤ガバナーは関西ロータリー研究会、大阪府立大学留学生後援会のお世話を続けてこられました。さらに民

事調停委員、堺教育会会長を務められておられます。2002年最高裁判所長官表彰、2005年藍綬褒章受章とガバ

ナーに相応しい素晴らしい経歴の方であります。経営するダイトクビル内に能楽堂を設け、職業分類は「能楽堂」で

あり、日本あるいは世界にたった一つの職業分類でありましょう。たまたま私の母が「演能、謡」を嗜んでいることから、

大澤ガバナーとはロータリーへ私が入会する前から、旧知であり大変尊敬している方であります。何度もお目にかか

る機会があり、ロータリアンって素晴らしいものだと常 ロ々ータリーへの憧れを抱いておりました。私の母はこの素晴ら

しい堺能楽堂で度々能を舞う機会がありご縁が深く、大澤ガバナーが新世代育成のために児童・生徒たちにも古

典芸能、能や狂言を学ぶ機会も設けておられますことを常々拝聴しておりました。謡で鍛え上げた声は朗 と々大きく

よくとおり、マイクは不要であります。お優しい、温かい他人を思いやる気遣いは抜群で、さらに豪放、豪快でおられ、

決断力・行動力・体力と何もかも揃った素晴らしい方であります。このたび空席のＤＧＥを埋めるためにアクティングガ

バナー・ＰＤＧとして2度目のガバナーに相応しい「理想的な方である」と名指しで任命されたレイ・クリンギンスミスRI

直前会長に感謝し、尚いっそう素晴らしいガバナーになられることを確信しています。

　次年度への助走期間が大変短かったこともあり、今からのスタートに近い状況をお察しの上、地区会員皆様のご

支援を心よりお願い申し上げます。

国際ロータリー第2640地区
直前ガバナー

米田 眞理子

国際ロータリー第2640地区2011－2012年度

大澤德平ガバナーの御紹介
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大澤  德平
TOKUHEI Osawa

堺ロータリークラブ（日本、大阪）

生年月日
最終学歴
職　　歴

ロータリー歴

職業分類
R財団寄付

米山寄付
表　　彰

1932年11月5日
和歌山大学経済学部卒業
堺能楽会館 館主　　ダイトクビル 自営
堺市教育会 会長
1973年11月　 堺ロータリークラブ 入会
1978～79年 　第266地区青少年交換委員
1978年7月 　  バークレー交換学生派遣団団長
1979～80年　 第266地区青少年交換委員
1980～81年　 クラブ　幹事
1983～84年　 第264地区幹事
1984～85年　 第264地区代表幹事補佐
1986～88年 　第264地区広報委員長
1988～89年 　クラブ　会長
1989～91年 　第264地区国際奉仕部門カウンセラー
1992～93年　 第2640地区ガバナー
能楽堂
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（11回）
ベネファクター（2回）　
米山功労者（10回）　
1997年７月　 堺市功績賞（教育）
2002年10月　最高裁判所　長官　表彰
2003年7月　  堺市特別功績賞（文化） 
2005年11月　 藍綬褒章　受章　

大澤 德平ガバナー プロフィール
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米田眞理子直前ガバナーは、ご承知の通り日本で二人目

の女性ガバナーとして注目の的で７月１日第２６４０地区の堺

港から船出をなされ、この一年間大波・小波・想定外の大嵐

に遭遇されるもよくもしっかりと舵を握られ、見事な舵さばきで

無事堺港に帰られました。本当にご苦労様でした。

まだまだロータリーの世界は男社会である中で女性らしい

発想と気配りが行き届いた行動を随所に発揮なさいました。

特筆はこの難しい時期に２つのロータリークラブと３つのイン

ターアクトクラブを立ち上げＲＩ加盟認証状伝達式を見事に

開催されたことには感嘆・感謝あるのみです（地区始まって以来の快挙です）また東日本の大震災の直後間髪を入

れずに自らトラックに乗り３台の車を従え福島まで飛んで行かれたその行動力・決断力はたいしたものだと称賛の拍

手が大きく聞こえてまいりました。激務の中でも俳句を吟じられたびたび「ロータリーの友」に入選句が掲載されてい

るのにはびっくりで凡人でない証拠です。頭の切り替えが素早いのでしょう。

それを引き継ぐ私も堺港から出帆しますが何せ数えで８０歳です。なんと頼りない者か比較になりません。折角作

って頂いた正常な航路を踏み外すことになるやもしれんとお思い下され。米田直前Ｇ始めみんなで舵を握っていた

だきご支援を頂けますよう重ねてお願い申し上げます。

米田　眞理子さま　どうか健康に十分ご留意願い従来、否従前以上のご指導ご援助をいただくよう心からお願

い申し上げ御礼の言葉といたします。

最後に、小野代表幹事様はじめ多くの地区役員・幹事の皆様、事務局の皆様本当にご苦労様でした。厚く御礼

を申し上げます。

国際ロータリー第2640地区
2011-2012年度ガ バ ナ ー

大 澤  德 平

米田 眞理子 直前ガバナーへ御礼の言葉
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汐﨑 まこと
新宮RC

IM１組

塩路 良一
御坊RC

IM２組

脇坂 三蔵
和歌山RC

IM３組

酒向 征時
橋本RC

IM４組

吉川 寿一
大阪狭山RC

IM５組

迫田　洋
りんくう泉佐野RC

IM６組

大森　豊
高石RC

IM７組

猿田 慎男
堺北西南西RC

IM８組

ガバナー補佐紹介
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2011-2012年度会長・幹事一覧表
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新入会員紹介
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Ｆ・・・ポール・ハリス・フェロー / 数字・・・マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
ＢＥ・・・ベネファクター

ＰＨＦ・ベネファクター（2011年5月分）

米山功労者（2011年5月分）
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横組み記事

ＲＩ会長メッセージ　家族、継続、変化　Ｐ5
ＲＩ会長　カルヤン・バネルジー

カルヤン・バネルジー会長は、「まず自分自身を見つめ直すこと、すなわち『こころの中を見つめよう、博愛を広

げるために（Reach Within to Embrace Humanity）』のテーマを実践していただきたい」と呼びかけてい

ます。「家族、継続、変化」を今年度の3つの強調事項に定めています。

新ＲＩ会長紹介　カルヤン・バネルジー　Ｐ6-13
「知性と精神性のＲＩ会長」バネルジー氏にとっては、ロータリーを率いることは「天職」と評されます。インド・バ

ピにある自宅には、連日、多くの訪問客があります。そんなバネルジー夫妻の日常生活を紹介しています。

2011－2012年度ＲＩ理事会メンバー紹介　Ｐ16-17
理事会メンバーは、議長を務める国際ロータリー（ＲＩ）会長、ＲＩ会長エレクト、そしてゾーンの指名委員会によ

って選出され、国際大会で選挙された17人の理事、計19人で構成されています。理事会はＲＩ定款および細

則に従って、ＲＩの業務ならびに資金の監督と管理を行います。各理事の任期は2年間で、今年度は8人の2

年目の理事と9人の1年目の理事とで構成されています。事務総長は、投票権はありませんが、ＲＩ理事会の指

示監督下に実務を執行し、ＲＩの最高管理役員として理事会に出席、幹事役を務めます。なお、2011年7月1

日、ジョン・ヒューコ氏が、ＲＩ事務総長に就任しました。

電子ライブラリーの充実化を目指し　― ロータリー文庫はあなたの書庫 ―　Ｐ40
ロータリー文庫運営委員会委員長　新藤　信之（東京立川こぶしＲＣ）　

新藤委員長は、文献のデジタル化を推進していきたいとの抱負を語っています。さらに、それらのデジタル・デ

ータを飛躍的に増加・蓄積することによって、高質なサービスを提供することを計画していることを、報告して

います。

エバンストン便り　管理委員長の思い　Ｐ54-55
2011－12度ロータリー財団管理委員長　ウィリアム・B. ボイド

財団管理委員長のメッセージです。ボイド管理委員長は、今年度の財団の目標として「ポリオの撲滅」「私た

ち全員が財団を自分のものと感じることができるようになること」「未来の夢計画を精査し改善することで、財

団をより効果的で効率的な組織にしていくこと」を挙げています。

ＲＩ指定記事

ＲＩ指定記事

ＲＩ指定記事

ＲＩ指定記事

『ロータリーの友』地区だより



15

縦組み

世界に誇る日本の伝統文化　Ｐ2-5
人間国宝　野村　　萬

老、壮、青という三つの世代が、きちんとスクラムを組んでいかないと、伝統芸能というものは、成り立ちません。

技術だけでは芸とは呼びません。技術とその役者の人間性とが、あいまったものを芸と呼ぶわけですから、人

間を磨き上げていかなければいけないと思っております。

卓話の泉　Ｐ10-11
書の基本　よだれの出るお話？　フードファディズム

例会での卓話を要約して掲載しています。この欄は、各クラブからロータリーの友事務所にお送りくださった

会報・週報から、一般的に豆知識として活用いただけるような卓話を掲載しています。

ロータリー・アット・ワーク　Ｐ19-28
会員の皆さまの投稿のページです。各ロータリアン、各クラブの個性あふれる意見や活動を紹介しています。

地区関連記事

卓話の泉　縦組み　Ｐ１１
フードファディズム　富田林南ＲＣ　髙須昭吉　

俳壇　　縦組み　Ｐ１３
通学路袴でふさぎ卒業す　御坊ＲＣ　上西　好子

柳壇　　縦組み　Ｐ１３
旅に出て少し寂しい一人部屋　堺ＲＣ　清水亜稀未

思いやり過ぎて自分を苦しめる　大阪金剛ＲＣ　井出俊一

バナー自慢　縦組み　Ｐ１５
関西国際空港ロータリークラブ

『ロータリーの友』地区だより
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「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、２万余点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は

勿論、電話や書信によるご相談、 文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。ま

た、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。

クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、 ご活用願います。　

以下資料のご紹介を致します。

ロータリー文庫

〒105－0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階
TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506　　　　http://www.rotary-bunko.gr.jp

開館＝午前10時～午後5時　　休館＝土・日・祝祭日

◎「日本の歩むべき道」　小泉純一郎　2011　8p　（D.2590）

◎「日本人のわすれもの」　櫻井よしこ　2011　2p　（D.2690）

◎「日本経済復活のキーワード“グローバルセンス”」　財部誠一　2011　3p 　（D.2760）

◎「地域の繁栄は国の繁栄」　金 美齢　2011　2p　（D.2630）

◎「私とスペシャルオリンピックス活動」　有森裕子　2011　6p　（D.2750第30回インターアクトクラブ年次大会） 

◎「変わりつつあるロータリー」　江崎柳節　2011　3p　（D.2760）

◎「ロータリー財団の方向性」　川尻政輝　2010　5P　（D.2780）

◎「CLPとクラブ活動について」　松宮 剛　2010　9P　（D.2780） 

◎「津波が変えた私の人生」　道下俊一　2008　10P　（D.2780）

最近のロータリー文献より

文庫通信



 
 
 
 
 

5 月までの寄付金は累計で 12 億 200 万円となりました。前年同期と比べて 1.4％減（普通寄付

金 2.0％減、特別寄付金 1.1％減）、約 1,700 万円の減少です。前月と同様に厳しい状態ではあり

ますが、5月単月だけで比較すると約 580 万円増加しています。 

今年度も残り半月となりました。今年度の予算額 13 億円に対し、約 9,800 万円が不足してい

ます。年間 800 人の奨学生支援には本来 14 億 5,000 万円が必要であり、不足分は積立金から取

り崩すことが決定しています。取り崩しには限度がありますので、800 人の採用数を維持するた

めにも、なお一層のご協力をお願いいたします。 

普通寄付金・特別寄付金ともに 6月 30 日（木）当会口座入金分までが今年度実績となります。

入金が 7月 1 日（金）以降は全て来年度ご寄付分となりますのでご注意ください。 

6 月 2 日に 2010 年度第 2 回・第 3 回評議員会、翌 3 日に 2010 年度第 2 回・第 3 回理事会が、
それぞれメルパルク東京（東京都港区）にて開催されました。 

 全国から 44 人の評議員と、常務理事、監事の 9

人が出席。議長には、互選によって辰野克彦評議員（第 2750 地区

ガバナー）が選出されました。 

a.公益財団法人移行後の最初の評議員の選任方法および関連議
案：それぞれ原案通り承認 
b.理事・監事の選任：地区からの候補者回答待ちとなっている第 2640 地区を除く 33 地区、34 人の
理事および 3人の監事について、原案通り承認 
c.2011 年度事業計画案および収支予算案、2011 年度奨学資金特別積立財産取崩：原案通り承認 

閉会後、坂下事務局長より「公益財団法人移行認定概要」について説明があり、ガバナーエレ
クトに対し、新公益財団法人の最初の評議員選出をお願いしました。任期がこれまでの 1年から
4 年となるため、人選が難しいとの意見も出ましたが、各地区の理事やガバナーとご相談の上、
事業を推進していただける適任者のご推薦を重ねてお願いいたします。 

 理事 32 人と監事 3人が出席し、議長の板橋敏雄理事長の進行のもと、評議員会の承
認を得た上記 a・cが理事会でも承認されたほか、以下が決定されました。 

d.評議員選任：地区からの候補者回答待ちとなっている第 2640 地区を除く 33 地区の評議員 66 人が
原案通り承認 
e.2012 学年度 奨学生採用：2012 学年度の奨学生採用数について、特別積立金の一部を取り崩すこと
を前提に 800 人採用とすること、それに付随して、奨学生採用内訳、地区別割当数算出方法、募集要
項が原案通り承認 

理事からは次々と寄付増進への取り組みについての声が上がり、「寄付が集まらなければ、次
は 800 人割れを考えなければならない危機的な状況」との認識で一致。理事会の総意として、板
橋理事長から各地区 2011-12 年度ガバナーに宛てて、地区の事情に合わせた目標設定をお願いす
ることになりました。「これまで普通寄付金の目標値を明示していなかったが、今回は真剣に地
区内で検討したい」との意見もあり、各地区における理事のリーダーシップに期待がかかります。 



 

今年も卒業式を終えた学友から、博士の学位を取得したとの報告が届いています。

2010 学年度（2010 年 4 月～2011 年 3 月）に博士号を取得した奨学生・学友は 36 人、

累計では 3,257 人です（6 月 9 日現在）。博士号取得者には、米山記念奨学会からお祝

いの腕時計（裏に氏名を刻印します）をお贈りしています。すでに奨学期間を終了し

た学友も申請できますので、事務局まで報告をお願いします。※※発送は国内のみ 

 

韓国の日系企業に勤務する米山学友の姜
カン

永
ヨン

鉄
チョル

さん（1995-96／鎌倉中央ＲＣ）が、東日本大震

災の被災者のためにと、12,690,000 ウォン（日本円換算後、約 100 万円）を世話クラブへ送金

してくださっていたことがわかりました。 

姜さんは奨学期間を終えて 15 年以上経っており、カウンセ

ラーや世話クラブとも長らく疎遠になっていましたが、「世話

クラブのことを忘れたことはありません。いつか恩返しを…

と考えていました」と、言います。3月 11 日以降、韓国国内

で連日流れる震災のニュースに涙を流しながら、何か自分た

ちにできることはないかと奥様と相談し、世話クラブへ寄付

を申し出てくれました。なお、このお金は世話クラブ経由で

第 2780 地区内の義援金受付口座へ送金されました。 

＜姜永鉄さん・張素栄さんご夫妻からのメッセージ＞ 今の私たちの生活は日本に支えてい

ただいていますし、息子も川崎市で生まれました。私たち家族にとって日本は大きな存在です。

福島原発をめぐる放射線との戦いに必ず勝利して下さい。頑張れ、日本!!! 

 

 

（財)ロータリー米山記念奨学会 
〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 
 黒龍芝公園ビル 3F

Tel：03-3434-8681 Fax：03-3578-8281 
E-mail：highlight@rotary-yoneyama.or.jp 
URL：http://www.rotary-yoneyama.or.jp/

編集担当：野津
の づ

・峯
みね



19

青少年交換オリエンテーション
（修了証書授与式およびホストファミリーへの感謝状授与式）

平成23年７月９日（土）　りんくう国際物流センター

2011-2012年度のための地区協議会
平成23年７月１０日（日）　リーガロイヤルホテル堺

行事報告
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出席報告（2011年5月）



〒590-0021
大阪府堺市堺区北三国ヶ丘町１丁１番１６　Ｃ棟１４号
ＴＥＬ：０７２－２２４－２６４０
ＦＡＸ：０７２－２２４－２６５０

Ｅ－mail： osawa-2011@rid2640g.org
ＨＰアドレス：http://www.rid2640g.org/osawa/

2011-2012年度ガバナー事務所


